
時
〜
午
後
４
時
）　

と
こ
ろ
▼
北
部

公
民
館　

問
い
合
わ
せ
▼
同
館
（�

〈　

〉３
７
５
１
）　

９８
　

お
子
さ
ん
に
水
泳
を
教
え
た
い
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
お
勧
め
の
初

心
者
向
け
講
座
で
す
。

と
き
▼
６
月
５
日�
①
午
前　

時
〜

１０

　

時
、
②
午
前　

時
〜
正
午　

と
こ

１１

１１

ろ
▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

対
象
▼　

メ
ー
ト
ル
を
泳
ぐ
こ
と
が

２５

で
き
な
い
小
学
校
３
年
生
以
下
の
子

と
そ
の
親
で
、
①
は
年
長
ま
で
、
②

は
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
２
部
制　

※
お
む
つ
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
パ
ン
ツ
が
必
要
な
乳
幼
児
は
不

可
。　

定
員
▼　

組　

人　

参
加
費

１５

３０

▼
施
設
使
用
料
の
み　

※
講
座
前
後

に
施
設
利
用
が
で
き
ま
す
。　

持
ち

物
▼
水
着
・
水
泳
帽
子　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼
５
月
８
日�
午
前
９

時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー（�
〈　

〉３
５

７５

４
５
）へ（
電
話
予
約
可
）

講
座
名
な
ど
▼
下
表
の
と
お
り　

参

加
費
▼
施
設
使
用
料
の
み　

そ
の
他

▼
開
催
時
間
の　

分
前
に
集
合
し
て

１５

く
だ
さ
い　

※
講
座
終
了
後
の
施
設

利
用
可（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
未
登
録
者

は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
参
加
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
５
月　
１０

日�
午
前
９
時
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（�
〈　

〉３
５
４
５
）へ（
電
話

７５

予
約
可
）

■
体
験
講
座
「
鎧
の
試
着
会
」

　

大
人
用
・
子
ど
も
用
の 
鎧 
を
そ
ろ

よ
ろ
い

え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
５
月
５
日�
午
前　

時
〜
午

１０

後
３
時　

と
こ
ろ
▼
同
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

「
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

と
き
▼
５
月
８
日�
午
後
２
時　

と

こ
ろ
▼
同
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
▼
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ブ
ラ
ス
ア
ン

サ
ン
ブ
ル

■
特
別
展
記
念
講
演
会
「
デ
ン
マ
ー

ク
の
美
術
と
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
」

と
き
▼
５
月　

日�
午
後
２
時　

と

１４

こ
ろ
▼
同
館
講
座
室　

講
師
▼
岡
部

 
昌  
幸 
氏（
帝
京
大
学
助
教
授
）

ま
さ 
ゆ
き

問
い
合
わ
せ
▼
文
化
財
課（
歴
史
博

物
館
内
／�
〈　

〉６
６
５
５
）

７７

　

５
月　

日�
か
ら　

日�
ま
で
の

２０

２２

３
日
間
、午
後
９
時
ま
で（
入
苑
は
午

後
８
時
ま
で
）開
苑
し
、
抹
茶
も
お

出
し
し
ま
す
。
書
院
に
は 
行 
燈
   

を
置

あ
ん 
ど
ん

き
、
庭
園
に
も
明
か
り
を
つ
け
ま
す

の
で
、
昼
間
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

特
別
に 
嘯 

し
ょ
う 
月  
楼 
を
開
け
ま
す
の
で
、

げ
つ 
ろ
う

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
丈
山
苑（�
〈　

〉７
９２

７
８
０
）、歴
史
博
物
館（�
〈　

〉６
７７

６
５
５
）　

　

刊
行
間
近
の
『
新
編
安
城
市
史　
１１

資
料
編
自
然
』
は
、
安
城
の
自
然
環

境
に
つ
い
て
、
各
分
野
の
専
門
家
が

初
め
て
本
格
的
に
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
こ
の
本
の
執
筆
者
を
講
師
と
し

て
、
各
章
の
紹
介
や
解
説
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

と
き
／
テ
ー
マ
／
講
師
▼
①
５
月　
２８

日�
／
地
形
・
地
質
に
つ
い
て
／
牧

野
内 
猛 
氏（
名
城
大
学
教
授
）　

②
６

た
け
し

月　

日�
／
気
候
に
つ
い
て
／
石
川

１８

 
由  
紀 
氏（
名
古
屋
女
子
大
学
非
常
勤

ゆ 

き

講
師
）　

③
７
月　

日�
／
植
物
に

２３

つ
い
て
／
堀
田 
喜  
久 
氏（
愛
知
県
植

よ
し 
ひ
さ

物
誌
調
査
会
）　

④
８
月　

日�
／

２０

動
物
に
つ
い
て
／
佐
藤 
正  
孝 
氏（
名

ま
さ 
た
か

古
屋
女
子
大
学
名
誉
教
授
）　

※
い

ず
れ
も
午
後
２
時
〜
３
時　

分
。　

３０

と
こ
ろ
▼
歴
史
博
物
館
講
座
室

問
い
合
わ
せ
▼
市
史
編
さ
ん
室
（�

〈　

〉４
４
７
７
）

７７
　

中
部
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域

の
達
人
に
学
ぶ
「
ち
ゃ
れ
ん
じ
タ
イ

ム
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

ス
タ
ジ
オ
Ｄ
Ｏ
代
表
高
橋
千
恵
子
氏

に
よ
る
子
ど
も
向
け
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

「
キ
ッ
ド
ビ
ク
ス
」
で
す
。
親
子
と

も
に
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き
／
対
象
／
定
員
▼
５
月　

日�
２１

①
午
後
１
時
〜
１
時　

分
／
２
・
３

４５

歳
児
親
子
／　

組
、
②
午
後
２
時
〜

２５

２
時　

分
／
幼
稚
園
・
保
育
園
児
〜

４５

小
学
生
／　

人　

と
こ
ろ
▼
同
セ
ン

３０

タ
ー
遊
戯
室　

申
し
込
み
▼
５
月
１

日�
午
前
９
時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話
申
し
込
み
不
可
）　

問
い
合
わ
せ
▼
中
部
公
民
館（�
〈　

〉
７４

８
５
７
０
）

　

北
小
里
小
校
区
公
民
館
・
安
城
北

部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
共
催
で
、

「
さ
つ
き
展
」
を
行
い
ま
す
。
色
鮮

や
か
な
花
が
咲
き
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
５
月　

日�
午
後
１
時
〜　

１３

１５

日�
正
午
ま
で
（　

日�
は
午
前
９

１４

�広報あんじょう　2005.5.1

「
対
象　

ど
な
た
で
も
」

「
定
員　

特
に
な
し
」

「
費
用　

無
料
」
の
場
合
は

　

記
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

親
子
水
泳
講
座

催
し

講
座

・

歴
史
博
物
館
の
催
し

市
史「
自
然
編
」入
門
講
座

ち
ゃ
れ
ん
じ
タ
イ
ム

「
キ
ッ
ド
ビ
ク
ス
」

丈
山
苑　

春
の
夜
間
開
苑

持ち物対　象定員会　場と　き講　座　名

水着・
水泳帽子

１８歳以上
（高校生不可）

２０人２５�
プール

６月１６日�
午後１時～２時

水中ウォーキング
★これから運動を始める人・運動不足 
　の人におすすめ

室内用
シューズ

運動のでき
る服装

１８歳以上
（高校生不可）

１５人エアロ
ビクス
ルーム
ほか

６月４日～２５日
毎週土曜日（全４回）
午前１０時３０分～１１時３０分

中高年のための体力づくり教室
★筋力・持久力をつけるための有酸素
　運動と道具を使った運動

１８歳以上の女性
（高校生不可）

１５人６月９日～３０日
毎週木曜日（全４回）
午後１時３０分～２時３０分

シェイプアップのための筋トレ教室
★体力をつけて健康維持増進に役立
　てませんか？

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
講
座

さ
つ
き
展



問い合わせ�安城文化協会（�〈７４〉６０６６）
生涯学習課（市民会館内／�〈７５〉１１５１）

　

い
ず
れ
の
教
室
も
参
加
費
の
ほ
か

に
入
園
料
が
別
途
必
要
で
す
。
問
い

合
わ
せ
は
、
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス（�
〈　

〉７
１
１
２
）へ
。　

９２

■
ち
ぎ
り
絵
教
室

　

ミ
ニ
色
紙
に
和
紙
を
使
っ
て
額
ア

ジ
サ
イ
を
描
き
ま
す
。

と
き
▼
５
月
１
日�
午
前　

時　

講

１０

師
▼
鶴
田 
裕  
子 
氏　

定
員
▼　

人（
当

ひ
ろ 
こ

５０

日
先
着
順
）　

参
加
費
▼　

円
か
ら

５００

■　

分
子
ど
も
木
工
教
室

３０

　

地
元
の
作
家
に
よ
る
木
工
教
室
で
、

ノ
コ
ギ
リ
と
ト
ン
カ
チ
を
使
っ
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ウ
ッ
ド
ア
イ
テ
ム
を
作

り
ま
す
。
親
子
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
５
月
２
日�
午
前　

時　

定

１０

員
▼　

人（
当
日
先
着
順
）　

参
加
費

５０

▼　

円
か
ら

５００
■
押
し
花
教
室

　

押
し
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
手
作
り

カ
ー
ド
を
母
の
日
に
贈
り
ま
せ
ん
か
。

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど

の
小
物
も
作
れ
ま
す
。

と
き
▼
５
月
３
日�
午
前　

時　

講

１０

師
▼
長
谷
川
は
る
子
氏　

定
員
▼　
１００

人（
当
日
先
着
順
）　

参
加
費
▼　

円
５００

か
ら

■
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
フ
ラ
ワ
ー
教
室

　

生
け
花
を
乾
燥
さ
せ
て
立
体
作
品

に
し
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
フ
ラ
ワ
ー
。

グ
ラ
ス
の
中
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
、オ

リ
ジ
ナ
ル
の
花
の
世
界
を
作
り
ま
す
。

と
き
▼
５
月
４
日�
午
前　

時　

講

１０

師
▼
神
谷 
裕  
子 
氏　

定
員
▼　

人

ゆ
う 

こ

５０

（
当
日
先
着
順
）　

参
加
費
▼　

円
か
ら

８００

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
花
を
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
。
お
母
さ
ん
に
贈
り
ま
せ
ん
か
。

と
き
▼
５
月
５
日�
午
前　

時　

講

１０

師
▼
山
口 
秋  
子 
氏　

定
員
▼　

人

あ
き 

こ

５０

（
当
日
先
着
順
）　

参
加
費
▼　

円
８００

■
ハ
ー
ブ
・
ポ
プ
リ
教
室

　

ハ
ー
ブ
な
ど
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

を
使
っ
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ク
ラ
フ
ト
作

り
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

と
き
▼
５
月
７
日�
・
８
日�
午
前

　

時　

講
師
▼
内
藤 
満  
里  
子 
氏　

定

ま 

り 

こ

１０員
▼　

人（
当
日
先
着
順
）　

参
加
費

１００

▼　

円
か
ら

５００
■
デ
ン
パ
ー
ク
パ
ン
教
室

　

動
物
型
の
あ
ん
パ
ン
と
デ
ン
マ
ー

ク
の
パ
ン
「
デ
ニ
ッ
シ
ュ
」
を
作
ろ

う
。

と
き
▼
５
月
１
日�
・
３
日�
・
４

日�
・
５
日�
①
午
後
１
時
、
②
午

後
２
時　

分　

定
員
▼
各　

人（
当

３０

４８

日
先
着
順
）　

参
加
費
▼　

円　

申

５００

し
込
み
▼
当
日
午
前
９
時
か
ら
デ
ン

パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
へ
。
再
入
園

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。（
電
話
受
け
付
け
不
可
）

■
木
工
教
室

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
の
小
物
を
作

り
ま
す
。

と
き
▼
５
月　

日�
・　

日�
午
前

１４

１５

　

時　

講
師
▼
水
野 
幸  
春 
氏　

定
員

ゆ
き 
は
る

１０▼　

人（
当
日
先
着
順
）　

参
加
費
▼

１００

　

円
か
ら

５００■
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

　

フ
ェ
ン
ス
や
ラ
テ
ィ
ス
に
飾
る
お

し
ゃ
れ
な
花
飾
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
ま
す
。
同
日
、
フ
ロ
ー
ラ
ル
プ
レ

イ
ス
で
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
シ

ョ
ー
も
行
い
ま
す
。　

と
き
▼
５
月　

日�
午
前　

時　

講

２２

１０

師
▼
日
本
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

協
会
西
三
河
地
区
所
属
講
師　

定
員

▼　

人（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
２
０

３２
０
０
円　

申
し
込
み
▼
５
月
７
日�

午
前
９
時
か
ら
電
話
で
同
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス（�
〈　

〉７
１
１
２
）へ

９２

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２

広報あんじょう　2005.5.1�

デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

各
種
教
室
の
ご
案
内

写真はイメージであり、多少
異なる場合があります。

＜文化センターマツバホール＞
こやま会　安城三曲会　裕箏会　民謡三ツ和会　
西三河岳風会　佐野豊麗会　平岩舞踊研究会　
川崎瀧一会　延珠会　女声合唱団コーロアンジェリコ
新舞踊瑞甫会　安城マジッククラブ　安城宮栄会　
竹祐会

第２７回芸能まつり

＜文化センターマツバホール＞
安城謡曲同好会　岳風清吟丈山会　七橋会　安祥吟道会
和箏会　花柳流政寿栄会　碧洲吟道会安城支部　鈴木会
安城都友会　レイナニ安城　美竹会　翠艶会　
バレエブラン　琴伝流あすなろの会

５月２９日�　午前１０時～午後３時

５月１５日�　午前１０時～午後３時

＜市民会館＞
５月１３日�～１５日�　安城石睦会
＜文化センター＞
５月１２日�　安城白桃会　北辰俳句会
５月１３日�～１５日�　華旺会　茂久瓔会　若葉会　　
　安城植物友の会　くみひも工芸豊美会
５月１４日�・１５日�　安城華道連盟
５月１５日�　安城雪解会　安城茶友会　売茶流安城教授者会
５月２７日�～２９日�　青木元子アートフラワー教室　
　ちぎり絵優美会
５月２８日�　白山句会　沃野短歌会
５月２９日�　安城短歌の集い　緑祥会
※いずれも展示は午前９時～午後５時。
　日曜日は午後４時まで

第３７回美術展

第２６回文芸・技芸・趣味展

＜市民ギャラリー＞
第１週　５月１０日�～１５日�
　創美会　形象派安城グループ　�祥会　蒼書会　　
　三鈴会　フォトサークルみのわ　
第２週　５月１７日�～２２日�
　墨泉会　豊泉水墨画会　七彩会　祥霞会　　鷺会
　美笑会　　
第３週　５月２４日�～２９日�
　筆硯会　雅友会　八彩会　墨心会　夕照会　桜水会
　中日写真協会安城支部
第４週　５月３１日�～６月５日�
　游の会　金陽会　ふくろう会　何有社　芳墨會　　
　陶友会　　陶会　ぐるーぷ染趣
※市民ギャラリーの展示は、午前９時～午後５時。
　ただし、火曜日は午後１時から、日曜日は午後４時
　まで。

� � �



　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
サ
ル

ビ
ア
に
ほ
ん
ご
の
会
」
と
一
緒
に
会

話
を
し
て
、
少
し
で
も
多
く
の
日
本

語
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
本
で

の
生
活
が
も
っ
と
楽
し
く
な
り
ま
す

よ
。

と
き
▼
６
月
４
日
〜　

月　

日
の
毎

１１

２６

週
土
曜
日（
８
月　

日
を
除
く
）午
前

１３

　

時
〜　

時　

分　

と
こ
ろ
▼
秋
葉

１０

１１

３０

い
こ
い
の
広
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス　

内

容
▼
初
歩
的
な
日
本
語
の
日
常
会
話

と
施
設
め
ぐ
り　

対
象
▼
日
本
語
を

覚
え
た
い
人　

定
員
▼　

人　

参
加

５０

費
▼
１
回　

円　

申
し
込
み
・
問
い

２００

合
わ
せ
▼
市
国
際
交
流
協
会（
市
民

活
動
課
内
）へ
随
時（
土
・
日
曜
日
を

除
く
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
。

３０

電
話
申
し
込
み
可
）

　

市
福
祉
事
業
団
で
は
、
身
体
障
害

者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
始
め
た
い
人
向
け
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

と
き
▼
６
月
９
日
〜
７
月　

日
の
毎

１４

週
木
曜
日（
全
６
回
）午
前
９
時
〜
正

午　

と
こ
ろ
▼
市
教
育
セ
ン
タ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
研
修
室　

内
容
▼
①

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器
の
基
本
操
作

と
日
本
語
入
力　

②
文
章
入
力
と
電

子
メ
ー
ル
活
用　

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
実
用
的
な
活
用
な
ど　

受
講
資

格
▼
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
・
知

的
障
害
者
で　

歳
以
上
の
人
。
障
害

１６

の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
付
き
添
い
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

テ
キ
ス
ト
代
▼　

円
程
度　

定
員
▼

４００

　

人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ

２５ん
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
５

月
６
日�
〜
５
月　

日�
に
市
総
合

２１

福
祉
セ
ン
タ
ー（�
〈　

〉７
８
８
８
）

７７

へ（
電
話
申
し
込
み
不
可
）　

と
き
▼
６
月　

日�
午
後
２
時
〜
３

２２

時　

分　

と
こ
ろ
▼
安
城
商
工
会
議

３０
所　

講
師
▼
森
本 
敏 
氏（
拓
殖
大
学

さ
と
し

国
際
開
発
学
部
）　

演
題
▼
米
国
の

国
家
戦
略
と
日
本
の
対
応
〜
イ
ラ
ク

情
勢
と
北
朝
鮮
問
題
〜　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼
所
定
の
申
込
書
に
記

入
の
う
え
、フ
ァ
ク
ス（　
〈　

〉４
３

FAX
７６

２
２
）ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

tt

p
://a
n
jo
-c
c
i.o
r.jp

）で
安
城
商
工

会
議
所
本
所（�
〈　

〉５
１
７
５
）、

７６

同
会
議
所
桜
井
支
所（�
〈　

〉０
３

９９

０
３
）へ

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
犯
罪

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ

て
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
運
動
で
す
。
毎
年
７
月
を

強
調
月
間
と
し
て
、
全
国
的
に
展
開

し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
に
先
立
ち
、
非
行
防
止
、

犯
罪
者
の
更
生
ま
た
は
犯
罪
予
防
を

織
り
込
ん
だ
標
語
や
作
文
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
▼
標
語�
小
学
生
以
上　

作
文

�
小
学
生
〜
高
校
生　

賞
▼
各
部
門

で
最
優
秀
賞
５
０
０
０
円（
１
人
）、

優
秀
賞
３
０
０
０
円（
２
人
）、入
選

２
０
０
０
円（
３
人
）相
当
の
図
書
券

※
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。　

応
募
･

問
い
合
わ
せ
▼
５
月　

日�
ま
で
に
、

２０

標
語（
１
人
１
点
ま
で
）は
、
は
が
き

（
は
が
き
大
の
用
紙
も
可
）に
、
作
文

は　

字
詰
め
原
稿
用
紙
に
、
い
ず
れ

４００
も
住
所
･
氏
名
･
年
齢（
学
年
）を
記

入
の
う
え
、
障
害
援
護
課
へ

　

あ
ん
じ
ょ
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手

助
け
を
し
て
ほ
し
い
人
が
「
依
頼
会

員
」、子
育
て
の
協
力
を
し
て
く
れ
る

人
が
「
提
供
会
員
」
と
な
っ
て
、
互

い
に
助
け
合
う
会
員
組
織
で
す
。
随

時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
▼
依
頼
会
員�
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人　

提
供
会
員�
市
内

在
住
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
り
、

自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
の
出

き
る
人
、
子
ど
も
が
好
き
で
ボ
ラ
ン

�広報あんじょう　2005.5.1

募

集

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

標
語
及
び
作
文

テ
ィ
ア
精
神
の
あ
る
人　

※
資
格
や

経
験
、
男
女
の
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

提
供
会
員
を
希
望
す
る
人
は
講
習
会

の
受
講
が
必
要
で
す
。（
保
育
サ
ポ
ー

タ
ー
の
資
格
の
あ
る
人
は
講
習
会
を

免
除
）次
回
は
５
月　

日�
に
講
習

１７

会
を
行
い
ま
す
。

今
後
の
講
習
会
の
予
定
▼
７
月　

日
２０

�
、
９
月　

日�
、　

月　

日�
、

１５

１１

１８

来
年
２
月
７
日�

問
い
合
わ
せ
▼
同
セ
ン
タ
ー（
市
役

所
西
会
館
内
／�
〈　

〉２
３
１
５
）

７２

　

５
月
か
ら
勤
務
で
き
る
健
康
で
明

る
く
ま
じ
め
な
人
を
募
集
し
ま
す
。

デ
ン
パ
ー
ク
館
ス
タ
ッ
フ（
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）�
勤
務
時
間

▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。
休
日
は

月
曜
日
と
平
日
１
日　

対
象
▼　

〜
１８

　

歳
く
ら
い
ま
で

３０ゲ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ（
入
退
場
管
理
な

ど
）�
勤
務
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
の
う
ち
の
指
定
時
間
。
休
日

は
要
相
談　

対
象
▼　

〜　

歳
く
ら

１８

３５

い
ま
で　

募
集
人
数
▼
各
１
人
程
度　

時
給
▼

　

円（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は　

円
増
）、

７８０

１００

通
勤
割
増
１
日　

円　

応
募
・
問
い

２００

合
わ
せ
▼
電
話
で
デ
ン
パ
ー
ク（�

〈　

〉７
１
１
１
）へ　

※
面
接
時
に

９２写
真
付
き
の
履
歴
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
会
員

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

パ
ソ
コ
ン
講
座

「
サ
ル
ビ
ア
に
ほ
ん
ご
の
会
」

日
本
語
教
室

時
局
講
演
会

デ
ン
パ
ー
ク
の

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

入居時家賃月額間 取 り建  年 住宅名／部 屋 番 号

１３，８００～
２９，０００円３ＤＫＳ５０大山田東（大東町）／Ｂ-３０８ ◎

�����������	�
��（���������）

２４，３００～
５３，３００円３ＤＫＨ２小根（今池町）／Ａ-３０４

����（���������	）

２３，１００～
５０，８００円３ＤＫＨ３門原（桜井町）／Ｂ-１０４　 　※

�������（���������	
）

・◎印の住宅は、母子（父子）世帯の人のみ申し込みできます。
・※の住宅は、高齢者・身体障害者世帯などの人のみ申し込みができます。
・募集期間中に応募がない場合は、５月２７日�から３１日�まで先着順に受
け付けます。

●募集する住宅●



衣 浦 東 部 広 域 連 合 ニ ュ ー ス
■応急手当講習会

■第１回甲種防火管理講習会

とき�６月８日�・９日�午前９時３０分～午後４時３０分
（全２日間）　ところ�碧南消防署　定員� １００人（先着
順）　受講料�３５００円（当日徴収）　申し込み・問い合わせ
�５月９日�～１３日�午前９時～午後５時に衣浦東部広
域連合消防局予防課予防係（�〈６３〉０１３６）・安城消防署予
防係（�〈７５〉２４５８）　※電話及び郵送などによる申し込み
不可。申込書は同消防局ホームページからも入手できま
す。

■危険物取扱者試験

　願書を５月２３日�から消防各署所でお渡しします。な
お、高校は学校ごとの一括受験申請に限ります。
とき／ところ／試験種類�一般�７月１０日�／名古屋市
内・豊橋市内／全種類、高校�７月１７日�／名古屋市内／
乙種第４類・丙種　申し込み�６月６日�～６月１０日�
に�消防試験研究センター愛知県支部へ郵送または持参
問い合わせ�安城消防署予防係（�〈７５〉２４５８）

■乙種第４類・丙種予備講習会

とき�６月２８日�　ところ�刈谷市産業振興センター 
定員�１３２人（先着順）　受講料�４０００円　テキスト代�

２８００円　申し込み・問い合わせ�５月２３日�から受講料
を持参し、安城消防署予防係（�〈７５〉２４５８）へ

■防火対象物点検資格者講習

とき�６月１４日�～１７日�（全４日間）　ところ�愛知県
産業貿易館（名古屋市内）　定員�２００人（先着順）　受講
料�４万５０００円　申し込み�５月１３日�までに申込用紙
を�名古屋市防災管理公社防火管理研修センター（�０５２
〈２２３〉４４７５）へ郵送　問い合わせ�衣浦東部広域連合消防
局予防課予防係（�〈６３〉０１３６）、安城消防署予防係（�〈７５〉
２４５８）

■平成１７年度第１回危険物取扱者保安講習会

受講手数料�４７００円　申し込み�６月１日�～９日�に
所定の封筒により郵送　※受講申請書などは各消防本部
（署）、各県民生活プラザで配布中。　問い合わせ��愛
知県危険物安全協会連合会（�０５２〈９６１〉６６２３）・衣浦東部
広域連合消防局予防課危険物係（�〈６３〉０１３７）へ　　　　

■住宅用火災警報器の設置が義務付けられます

　全国では平成１５年中の住宅火災による死者が１０４１人と
なり、昭和６１年以来１７年ぶりに１０００人を超えました。住
宅火災による死者を減らすため、消防法が一部改正され、
来年６月１日から新築・増築される一般住宅及び共同住
宅には、住宅用火災警報器の設置が義務付けられます。
　なお、既存の一般住宅及び共同住宅については、数年
後に設置義務化される予定です。
問い合わせ�衣浦東部広域連合消防局予防課予防係（�
〈６３〉０１３６）、安城消防署予防係（�〈７５〉２４５８）

講　習　種　別
会　　　場講習日

一　般特定
事業所

給油
取扱所

午前―午後

ウィルあいち

７月１日�

午後―午前７月５日�

午前午後―７月６日�

午後―午前７月７日�

午後午前―７月８日�

午前・午後――７月１２日�

午前―午後刈谷市産業振興センター７月１９日�

午後―午前高浜市立中央公民館７月２７日�

小児・乳児応急手当講習会普通救命
講習会Ⅰ講 習 会 名

５月２９日�
午前９時～
１１時

５月２１日�
午前９時～
１１時

５月２２日�
午前９時～
正午

と　き

刈谷消防署碧南消防署知立消防署ところ

２０人（先着順）２０人（先着順）２０人（先着順）定　員

刈谷消防署
救急係へ
（�〈２３〉１２９９）

碧南消防署
救急係へ
（�〈４１〉２６２５）

知立消防署
救急係へ
（�〈８１〉４１４４）

申し込み・
問い合わせ

安城市、碧南市、刈谷市、知立市及び高浜
市在住・在勤の人（いずれの会場でも受講
できます）

対　象

普通救命講習会�心肺 蘇  生 法、ＡＥＤ（自動
そ せい

体外式除細動器）の使用法、止血法など
小児・乳児応急手当講習会�小児・乳児の
心肺蘇生法、ひきつけ、のどに異物が詰まっ
た時の処置

備　考

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２

　

児
童
厚
生
員
の
登
録
者
を
募
集
し

ま
す
。
欠
員
が
出
た
場
合
な
ど
に
勤

務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格
▼
保
育
士
ま
た
は
教
員
資

格
を
有
す
る
人（
児
童
福
祉
司
、
児

童
指
導
員
の
任
用
資
格
で
も
可
）　

年
齢
▼　

歳
く
ら
い
ま
で　

職
務
の

５７

内
容
▼
児
童
ク
ラ
ブ
に
来
る
児
童
に

対
す
る
遊
び
や
生
活
の
指
導　

勤
務

地
▼
市
内
各
児
童
ク
ラ
ブ　

勤
務
日
・

時
間
▼
週
２
〜
４
日
程
度
、
午
後
１

時　

分
〜
６
時　

分（
学
校
休
業
日

１５

４５

は
午
前
８
時
か
ら
）　

賃
金
▼　

円
／

９９０

時
間　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

受
け
付
け
は
随
時
、
市
役
所
西
会
館

内
児
童
課
へ　

※
同
課
で
交
付
す
る

申
込
書
ま
た
は
市
販
の
履
歴
書
に
保

育
士
資
格
証
明
書（
登
録
中
の
人
は

そ
れ
が
わ
か
る
も
の
）ま
た
は
教
員

免
許
状
な
ど
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
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市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２

　

安
城
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
改
善

協
議
会
が
行
う
講
習
会
で
す
。
健
康

づ
く
り
を
実
践
し
た
い
人
の
た
め
に
、

栄
養
と
運
動
の
両
面
を
盛
り
込
み
ま

し
た
。

と
き
▼
５
月　

日�
午
前
９
時　

分

２７

３０

〜
午
後
２
時（
受
け
付
け
は
午
前
９

時
か
ら
）　

と
こ
ろ
▼
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー　

定
員
▼　

人（
先
着
順
）　

２０

参
加
費
▼　

円　

申
し
込
み
・
問
い

３００

合
わ
せ
▼
５
月　

日�
ま
で
に
電
話

２０

で
市
保
健
セ
ン
タ
ー（�
〈　

〉１
１

７６

３
３
）へ

　

市
史
編
さ
ん
事
業
の
記
録
や
史
料

に
つ
い
て
の
研
究
な
ど
を
紹
介
し
た

『
安
城
市
史
研
究
』
第
６
号（
Ｂ
５

判　

ペ
ー
ジ
）が
で
き
ま
し
た
。

１５２

　

「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
」
と
い
う
言

葉
の
由
来
に
つ
い
て
の
研
究
、
コ
ノ

ハ
ズ
ク
ほ
か
市
内
で
観
察
さ
れ
た
珍

し
い
野
鳥　

種
の
記
録
な
ど
、
合
計

５８

９
編
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
歴
史
博
物

館
で　

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

８００

問
い
合
わ
せ
▼
市
史
編
さ
ん
室（
歴

史
博
物
館
内
／�
〈　

〉４
４
７
７
）

７７

　

県
で
は
、
４
月
１
日
現
在
で
自
動

車
を
持
つ
人
に
、
５
月
中
旬
に
納
税

通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
県
税
事
務
所
、
金
融
機
関
な
ど
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
譲
渡
、
廃
車
な
ど
の
登
録

手
続
き
を
ほ
か
の
人
に
依
頼
し
た
自

動
車
に
つ
い
て
、
納
税
通
知
書
が
届

い
た
場
合
は
、
登
録
手
続
き
が
正
し

く
行
わ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
転
居
な
ど
に
よ
り
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
と
き
は
、
管
轄
の

県
税
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
西
三
河
県
税
事
務
所

課
税
第
二
課
自
動
車
税
グ
ル
ー
プ

（�
０
５
６
４〈　

〉２
７
１
２
）

２７

　

日
本
国
憲
法
で
は
「
す
べ
て
国
民

は
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
生
命
、

自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
権
利

は
国
政
の
上
で
最
大
の
尊
重
を
必
要

と
す
る
」
と
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
の

基
本
的
人
権
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り

で
は
、
い
ま
だ
に
女
性
や
障
害
者
、

外
国
人
な
ど
に
対
し
て
の
偏
見
や
誤

解
に
よ
る
人
権
侵
害
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

中
で
も
同
和
問
題
は
、
封
建
時
代

に
政
策
的
に
作
ら
れ
た
身
分
制
度
に

由
来
す
る
と
言
わ
れ
、
現
在
で
も
特

定
の
地
域
出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
、
就
職
や
結
婚
、
交
際
な
ど
の
面

で
差
別
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う

重
大
な
社
会
問
題
で
す
。

　

憲
法
が
保
障
し
た
基
本
的
人
権
の

理
念
を
実
現
す
る
に
は
、
わ
た
し
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
身
の
ま
わ
り
の
不

合
理
や
矛
盾
に
気
づ
き
、
一
つ
ひ
と

つ
解
決
し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
人
権
の
尊
さ
に
つ

い
て
考
え
、
お
互
い
を
認
め
あ
う
明

る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
▼
愛
知
県
県
民
生
活
部

県
民
課
人
権
同
和
対
策
室（�
　
〈　

〉

０５２
９５４

６
１
６
７
）　

　

行
程
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
６
月　

日�
・　

日�
　

主

１６

１７

な
訪
問
先
▼
野
辺
山
高
原
、
清
里
高

原
、
霧
ケ
峰
高
原
、
河
口
湖
畔
ほ
か

参
加
費
▼
１
万
９
８
０
０
円　

定
員

▼　

人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

４０
抽
せ
ん
。
参
加
者
が　

人
未
満
の
場

３０

合
は
中
止
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
▼
５
月　

日�
午
前
９
時
か
ら
参

２８

加
費
を
添
え
て
碧
南
市
都
市
施
設
管

理
協
会（
明
石
公
園
内
／�
〈　

〉１
４８

７
２
２
）へ

■
第　

回
ク
ラ
シ
ッ
ク
へ
の
い
ざ
な
い

１０

〜
神
野
と
水
野
の
二
人
だ
け
の
コ
ン
サ

ー
ト
〜

と
き
▼
８
月　

日�
午
後
３
時（
午

２０

後
２
時　

分
開
場
）　

と
こ
ろ
▼
刈

３０

谷
市
民
会
館
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル　

出

演
▼
神
野
明（
ピ
ア
ノ
）、水
野
佐
知

香（
バ
イ
オ
リ
ン
）　

入
場
料
▼
１
５

０
０
円（
自
由
席
）　

※
前
売
り
券
は

５
月　

日�
か
ら
同
館
及
び
各
プ
レ

２１

イ
ガ
イ
ド
で
発
売
。

問
い
合
わ
せ
▼
刈
谷
市
民
会
館（�

〈　

〉２
０
７
１
）

２１■
第
九
交
響
曲
演
奏
会
の
合
唱
団
員

の
募
集

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
九
番

の
合
唱
に
参
加
し
て
、
あ
な
た
も
歌

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時
▼
毎
週
水
曜
日
午
後
６
時

　

分
〜
８
時　

分　

と
こ
ろ
▼
刈
谷

３０

３０

市
民
会
館　

合
唱
指
導
▼
加
藤
典
子

ほ
か　

協
力
▼
刈
谷
音
楽
協
会（
刈

谷
混
声
合
唱
団
）　

発
会
式
▼
６
月

　

日�
午
後
７
時　

１５演
奏
会
日
時
▼　

月　

日�
午
後
２

１２

１１

時
開
演　

演
奏
会
場
▼
同
館
ア
イ
リ

ス
ホ
ー
ル　

出
演
▼
松
尾
葉
子（
指

揮
）、大
須
賀
園
枝（
ソ
プ
ラ
ノ
）、谷

田
育
代（
ア
ル
ト
）、中
井
亮
一（
テ
ノ

ー
ル
）、澤
脇
達
晴（
バ
リ
ト
ン
）、刈

谷
市
民
管
弦
楽
団　

応
募
資
格
▼
高

校
生
以
上
。
合
唱
経
験
の
な
い
人
も

歓
迎　

募
集
人
数
▼　

人（
女
性　

２６０

１８０

人
、男
性　

人
）　

申
し
込
み
▼
５
月

８０

　

日�
ま
で
に
、
参
加
申
込
書
ま
た

１５は
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
身
長
、
電
話
番

号
及
び
第
九
合
唱
経
験
の
有
無（
あ

る
人
は
前
回
歌
っ
た
パ
ー
ト
）を
記

入
し
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
で
刈
谷

市
民
会
館（
〒　
�
０
８
５
７
刈
谷

４４８

市
大
手
町
２�
　

）へ
２５

問
い
合
わ
せ
▼
刈
谷
市
民
会
館
（�

〈　

〉２
０
７
１
）

２１
　

約　

年
前
か
ら
伝
わ
る
吉
浜
細
工

３５０

人
形
は
、
身
近
に
あ
る
穀
類
の
茎
や

種
子
・
木
竹
の
皮
や
実
・
貝
殻
類
な

ど
の
自
然
物
を
使
い
、
人
形
や
動
物

を
作
り
飾
り
付
け
て
鑑
賞
し
ま
す
。

　

見
事
に
作
り
あ
げ
た
人
形
や
巧
み

な
技
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
５
月
８
日�
〜　

日�
午
前

１０

８
時
〜
午
後
７
時
ご
ろ　

と
こ
ろ
▼

柳
池
院（
屋
敷
町
七
丁
目
、名
鉄
吉
浜

駅
か
ら
東
へ
徒
歩
７
分
）、宝
満
寺

（
屋
敷
町
三
丁
目
、名
鉄
吉
浜
駅
か
ら

東
へ
徒
歩
５
分
）　

場
面
▼
「
勧
進

帳
」「
弁
慶
と
牛
若
丸
」「
松
健
サ
ン
バ
」

「
さ
よ
う
な
ら
ゴ
ジ
ラ
」

問
い
合
わ
せ
▼
柳
池
院（�
〈　

〉２
５３

１
０
３
）

市
制

周
年
記
念
事
業

５５

刈谷

県
指
定
無
形
文
化
財

吉
浜
細
工
人
形

高浜

野
辺
山
・
清
里
高
原
と
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

の
車
山
高
原
・
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

碧南

そ

の

他

安
城
市
史
研
究「
第
６
号
」

自
動
車
税
の
納
税
は

５
月　

日�
で
す

３１

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
を

圏
域
だ
よ
り

圏
域
だ
よ
り

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

健
康

福
祉

・

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会
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外国語併記の
情報ボックス

※申し込みや問い合わせは、日本語
でお願いします。
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